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合同会社さくら会計 

 

「財務諸表等変換ツールさくら」は、「弥生会計」のデータを元に「魔法陣 法人税・地

方税」と「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」で読み込めるデータを作成するツールです。 

 

 １．概要  

１－１．必要なソフトウェア 

当ツールを利用するには、下記のソフトウェアがインストールされていることが必要です。 

必要なソフトウェア バージョン 

日本マイクロソフト株式会社「Excel」 2003 以降 

（Windows 版に限る） 

弥生株式会社「弥生会計」 12 以降 

株式会社ハンド「魔法陣 法人税・地方税」 

（財務諸表を読み込まない場合は不要） 

平成 25 年版 以降 

株式会社ハンド「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」 

（勘定科目内訳書・概況書を読み込まない場合は不要） 

五訂版 以降 

 

 

１－２．特長 

 「財務諸表等変換ツールさくら」には次の特長があります。 

① Excel 上にボタンを配置するので、「弥生会計」で Excel ボタンを押した後、「魔法陣」

で読み込むためのファイルを簡単に作成できます。 

② 会社ごとに勘定科目の変換設定が可能です。 

③ 法人事業概況説明書の主要科目と月別売上等の状況についても読込用ファイルを作成

できます。 

④ Pro 版では預貯金や売掛金などの内訳書についても読込用ファイルを作成できます。 

 

財務諸表等変換ツールさくら 
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１－３．正規版とお試し版 

「財務諸表等変換ツールさくら」は有料ですが、セットアップから 60 日以内は「お試し

版」として料金を払わずに利用できます。60 日経過後もご利用される場合はベクター・プ

ロレジまたは銀行口座振込にて料金をお支払いください。 

Pro 版と Standard 版のお試し期間は共通です。たとえば、Standard 版でお試し期間 60

日が経過すると Pro 版のお試し期間は無くなります。 

 パソコン 1 台へのセットアップごとに料金のお支払いが必要となります。パソコン複数

台で利用される場合は、台数分の料金が発生します。複数購入される場合は割引がありま

すので、ベクター・プロレジではなく当社ホームページよりお申し込みください（複数購

入の場合は銀行口座振込となります）。 

料金をお支払いいただくと、当社よりパスワードを発行いたします。パスワードを入力

することにより「財務諸表等変換ツールさくら」は正規版となり、無期限で利用できるよ

うになります。 

料金は次の通りです（消費税込）。 

 Pro 版 Standard 版 

支払方法 ベクター・ 

プロレジ 

銀行口座 

振込 

ベクター・ 

プロレジ 

銀行口座 

振込 

1 本目 11,800 円 9,800 円 8,800 円 6,800 円 

2 本目以降 

(1 本当たり) 
－ 4,800 円 － 2,800 円 
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１－４．ツールのセットアップ 

① ダウンロードしたファイルを展開（解凍）し、「財務諸表等変換ツールさくら.xla」と

「財務諸表等変換ツールさくらセットアップ.xls」の２つがあることを確認します。

（パソコンの環境によっては.xla や.xls という記号は見えません） 

 

 

 

 

 

※もし、下図のように「ファイルをすべて展開」という文言がある場合は、まだ展開

（解凍）がされていません。「ファイルをすべて展開」ボタンを押して展開（解凍）し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「財務諸表等変換ツールさくらセットアップ.xls」を開きます。 

③ 「財務諸表等変換ツールさくらセットアップ.xls」内の注意書きを参考にしてマクロ

実行権限の変更を行なってください。その後、いったん「財務諸表等変換ツールさく

らセットアップ.xls」を閉じてから、再度「財務諸表等変換ツールさくらセットアッ

プ.xls」を開いてください。 
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④ マクロ実行権限の変更を行なったら、「財務諸表等変換ツールさくらをセットアップす

る」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 次のメッセージが表示されたらセットアップ完了です。 
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１－５．ツールの削除 

当ツールを削除する場合は、次の手順で行ってください。 

 

      ファイルメニューからオプションを選択 

 Excel2007 の場合             Excel2010 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アドイン」→「Excel アドイン」右側の「設定」ボタンを押します 
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 「財務諸表等変換ツールさくら」のチェックボックスをオフにして OK ボタンを押します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、必要に応じてセットアップしたフォルダ内の「財務諸表等変換ツールさくら.xla」

を直接削除してください。
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１－６．操作手順 

① 「弥生会計」で残高試算表（年間推移）画面を開き、Excel ボタンを押します。 

「Excel への書き出し」画面ではそのまま OK ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （画面は弥生株式会社「弥生会計」より引用） 

 

② Excel 画面が表示されたら、アドインメニュー→財務諸表等変換ツールさくら→「財務

諸表等変換」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（画面は日本マイクロソフト株式会社「Excel」より引用） 
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③ 「財務諸表等変換ツールさくら」が起動するので、「読込用ファイル作成ボタン」を

押して読込用ファイル（ここでは「財務諸表.csv」「概況書主要科目.csv」「概況書月

別売上高.csv」）を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ （Pro 版のみ）「弥生会計」で補助残高試算表（年間推移）画面を開きます。補助科目

がある勘定科目（何でも構いません）を選択し、Excel ボタンを押します。「Excel へ

の書き出し」画面で「すべての勘定科目を出力する」を選択してください。「財務諸表

等変換ツールさくら」を起動し、「読込用ファイル作成ボタン」を押して勘定科目内訳

書読込用ファイル（売掛金.csv など）を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （弥生株式会社「弥生会計」より引用） 

  

 

 

 

 

 

 

 

（画面は日本マイクロソフト株式会社「Excel」より引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※勘定科目内訳書読込用データは「補助残高一覧表（年間推移）」画面から作成しますので 

ご注意ください。補助科目がない勘定科目は対象外です。 
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⑤ 財務諸表データの読込 

「魔法陣 法人税・地方税」を起動し、財務諸表の読込用ファイルを読み込みます。 

 

「魔法陣 法人税・地方税」のファイル→財務諸表データインポートを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参照」ボタンを押して③で作成した「財務諸表.csv」ファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※財務諸表.csv ファイルは「システム設定」画面（P.18）で指定した場所に作成されています。 
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   「データ開始行とインポート項目の設定」画面はそのまま「次へ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「財務諸表帳票名の割り当て」画面はそのまま「実行」ボタンを押します。 
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    インポートされない勘定科目があると次の画面が表示されます。 

    設定ボタンを押して変換科目を選択し、OK ボタンを押して下さい。 

   すべての科目について変換科目を設定したら、再取込ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、画面は株式会社ハンド「魔法陣 法人税・地方税」より引用） 

 

 再取込が完了したら、財務諸表の読込処理は終了です。 

財務諸表データインポートの詳細は「魔法陣 法人税・地方税」のマニュアルをご覧く

ださい。 
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⑥ 勘定科目内訳書・概況書の読込 

「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」を起動し、読込用ファイルを読み込みます。 

 

「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」の「ファイル」→「テキストファイルの読込」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダ変更ボタンを押して、③で作成した「概況書主要科目.csv」「概況書月別売上高.csv」 

ファイルや④で作成した「売掛金.csv」ファイルなどがあるフォルダを選択します。    

※「システム設定」画面（P.18）で指定した読込用ファイルの作成場所に作成されています。 
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読込可能なファイルがある項目のみチェックを入れることが可能になるので、読み込みする内訳書や概況

書にチェックを入れて、OK ボタンを押して下さい。 

※勘定科目内訳書は Pro 版のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、画面は株式会社ハンド「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」より引用） 

 

これで勘定科目内訳書や事業概況説明書の読込処理は終了です。 

テキストファイル読込の詳細は「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」のマニュアルをご

覧ください。 
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１－７．注意点 

① 「財務諸表等変換ツールさくら」を利用することによって発生するすべての損害につ

いて当社は責任を負いません。 

② 「財務諸表等変換ツールさくら」を利用するために Excel のセキュリティレベルを変

更する必要がある場合がありますが、セキュリティレベル変更によって発生するすべ

ての損害について当社は責任を負いません。 

③ お支払いいただいた料金はいかなる場合も返金いたしません。60 日のお試し版期間の

うちにお客様が希望する動作が行われるかどうかを確認してください。 

④ 「財務諸表等変換ツールさくら」に不具合がある場合、可能な限り対応は致しますが、

当社は必ずしも修正する義務は負いません。 

⑤ 「弥生会計」を販売している弥生株式会社様、「魔法陣」シリーズを販売している株式

会社ハンド様は、「財務諸表等変換ツールさくら」に関与しておりません。「財務諸表

等変換ツールさくら」について弥生株式会社様・株式会社ハンド様に問い合わせ等は

行わないでください。 

⑥ 「Excel」「弥生会計」「魔法陣」シリーズのバージョンアップ・機能修正により当ツー

ルが将来的に使用できなくなる可能性がありますのでご了承ください。 

⑦ 「Excel」「弥生会計」「魔法陣」シリーズの使い方については、各製品のマニュアルを

ご覧ください。 
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１－８．バージョンの違いについて 

Pro 版と Standard 版では作成できる「魔法陣」読込用ファイルに違いがあります。 

 

 Pro 版 Standard 版 

魔法陣 法人税・地方税   

 貸借対照表 ○ ○ 

 損益計算書 ○ ○ 

 製造原価報告書 ○ ○ 

魔法陣 勘定科目内訳書・概況書   

 預貯金等の内訳書 ○ － 

 受取手形の内訳書 ○ － 

 売掛金（未収入金）の内訳書 ○ － 

 仮払金（前渡金）の内訳書 ○ － 

 貸付金及び受取利息の内訳書 ○ － 

 棚卸資産の内訳書 ○ － 

 有価証券の内訳書 ○ － 

 固定資産の内訳書 ○ － 

 支払手形の内訳書 ○ － 

 買掛金（未払金）の内訳書 ○ － 

 仮受金の内訳書 ○ － 

 借入金及び支払利子の内訳書 ○ － 

 土地の売上高等の内訳書 ○ － 

 売上高等の事業所別の内訳書 ○ － 

 役員報酬手当等の内訳書 ○ － 

 地代家賃等の内訳書 ○ － 

 工業所有権等の使用料の内訳書 ○ － 

 雑益、雑損等の内訳書 ○ － 

 その他の内訳書（１～５） ○ － 

 概況書・主要科目 ○ ○ 

 概況書・月別の売上高等の状況 ○ ○ 

  ○印・・・読込用ファイル作成可能 

  －印・・・読込用ファイル作成できません 

 ただし、弥生会計にて補助科目が設定されていない科目は勘定科目内訳書読込用ファイ

ルの出力対象とはなりません。 
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 ２．詳細  

２－１．ツール画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

読込用ファイル 

作成 

弥生会計の残高試算表（年間推移）画面から作成した Excel ファ

イルが開かれている場合、財務諸表・概況書主要科目・概況書月別

売上高の読込用ファイルを作成します。 

弥生会計の補助残高一覧表（年間推移）画面から作成した Excel

ファイルが開かれている場合、勘定科目内訳書の読込用ファイルを

作成します。 

読込用ファイル

の場所を開く 

「読込用ファイル作成ボタン」を押して作成したファイルが保存さ

れているフォルダを開きます。 

会社別変換設定 

修正 

 会社別変換設定ファイルをメモ帳で表示します。必要な修正を行

なったら保存して閉じてください。 

システム設定 会社別変換設定ファイルや作成する読込用ファイルの出力場所、

集計条件等を設定する画面を開きます。 

会社別変換設定 

初期化 

 会社別変換設定ファイルを当ツールの初期状態に戻します。初期

化を取消すことはできませんのでご注意ください。 

アドインの場所 

を開く 

当ツール（アドイン）がセットアップされているフォルダを開き

ます。 

正規版登録 正規版のパスワードを購入したら、このボタンを押して正規版登録

してください。正規版登録するとお試し期日制限がなくなります。 

 



 18

２－２．システム設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択項目の説明 

選択項目 説明 

会社別変換設定 

ファイル 

会社別変換設定ファイルを作成するフォルダを指定します。 

特定フォルダを選択する場合は、そのフォルダのパスを入力する

か、「参照」ボタンを押してフォルダのパスを設定してください。 

法人税・勘定科目

内訳書 

読込用ファイル 

「魔法陣 法人税・地方税」「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」

で読み込むファイル（財務諸表.csv や概況書主要科目.csv、各種内

訳書.csv など）を作成するフォルダを設定します。 

特定フォルダを選択する場合は、そのフォルダのパスを入力する

か、「参照」ボタンを押してフォルダのパスを設定してください。 

 

チェック項目の説明 

チェック項目 説明 

会社ごとにフォルダを作成し

て、その中に読込用ファイル

を作成する 

 

 チェックをオンにすると「法人税・勘定科目内訳書 読

込用ファイル」で指定したフォルダ内に「読込」＋会社

名という名称のフォルダを自動作成し、そのフォルダに

読込用ファイルを作成します。 



 19

 

チェック項目 説明 

「読込用ファイルの場所を開

く」ボタンを押したら、この

ツールを終了させる 

当ツールを起動している状態では読込用ファイル（財

務諸表.csv や概況書主要科目.csv、各種内訳書.csv な

ど）を開けません。このチェックをオンにすると読込用

ファイルをすぐに開くことができます。 

各種内訳書では金額順に並び

替える 

この項目は Pro 版のみ適用されます。Standard 版では

適用されません。 

チェックをオンにすると、各種内訳書の読込用ファイ

ルを作成する際に金額の大きい順から並び替えてデータ

を作成します。オフにすると弥生会計の補助科目の並び

順通りにデータを作成します。 

金額順に並び替える場合、一

定金額以下をまとめる 

この項目は Pro 版のみ適用されます。Standard 版では

適用されません。 

チェックをオンにすると、内訳書の種類に応じて一定

金額未満をまとめてデータを作成します。ただし、一定

金額以上のデータが 5 件未満の場合は金額の大きい方か

ら 5件についてはまとめません。 

 

受取手形内訳書、支払手形内訳書：100 万円 

 

売掛金内訳書、仮払金内訳書、貸付金内訳書、 

買掛金内訳書、仮受金内訳書、借入金内訳書：50万円 

 

その他の内訳書：まとめません 

 

チェックをオフにすると、すべてのデータを作成しま

す。 

一定金額以下をまとめる場

合、補助科目「指定なし」を

1 件としてまとめる対象に入

れる 

この項目は Pro 版のみ適用されます。Standard 版では

適用されません。 

チェックをオンにすると、補助科目「指定なし」のデ

ータが一定金額を超えていても、一定金額以下とみなし

てまとめる対象にします。 

チェックをオフにすると、補助科目「指定なし」のデ

ータが一定金額以下の場合のみまとめる対象にします。 
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２－３．読込用ファイル 

 当ツールは読込用ファイルを作成するのが目的です。読込用ファイルを「魔法陣 法人

税・地方税」または「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」でインポート（読込）すること

で「魔法陣 法人税・地方税」の財務諸表や「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」の各内

訳書・概況書を簡単に作ることができます。 

 

 読込用ファイルの種類 

 読込用ファイル 

魔法陣 法人税・地方税  

 財務諸表 財務諸表.csv 

魔法陣 勘定科目内訳書・概況書  

 預貯金等の内訳書 預貯金.csv 

 受取手形の内訳書 受取手形.csv 

 売掛金（未収入金）の内訳書 売掛金.csv 

 仮払金（前渡金）の内訳書 仮払金.csv 

 貸付金及び受取利息の内訳書 貸付金.csv 

 棚卸資産の内訳書 棚卸資産.csv 

 有価証券の内訳書 有価証券.csv 

 固定資産の内訳書 固定資産.csv 

 支払手形の内訳書 支払手形.csv 

 買掛金（未払金）の内訳書 買掛金.csv 

 仮受金の内訳書 仮受金.csv 

 借入金及び支払利子の内訳書 借入金.csv 

 土地の売上高等の内訳書 土地売上高等.csv 

 売上高等の事業所別の内訳書 売上高等事業所別.csv 

 役員報酬手当等の内訳書 役員報酬等人件費.csv 

 地代家賃等の内訳書 地代家賃.csv 

権利金等.csv 

 工業所有権等の使用料の内訳書 工業所有権等使用料.csv 

 雑益、雑損等の内訳書 雑益等.csv 

雑損失等.csv 

 その他の内訳書（１～５） その他科目 1.csv ～  

その他科目 5.csv 

 概況書・主要科目 概況書主要科目.csv 

 概況書・月別の売上高等の状況 概況書月別売上高.csv 
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 読込用ファイルにセットできる値は弥生会計上で表示されているもののみです。各読込

用ファイルには下記の項目に値がセットされます。下記の項目以外（取引先住所等）はセ

ットされません。 

読込用ファイル セットされる項目 

魔法陣 法人税・地方税  

財務諸表.csv 貸借対照表・損益計算書・製造原価報告書の全科目 

（株主資本等変動計算書は読み込みません） 

魔法陣 勘定科目内訳書・概況書  

預貯金.csv 金融機関名：補助科目名 

預貯金種類：勘定科目名 

期末現在高：推移表残高 

受取手形.csv 振出人  ：補助科目名  

金額   ：推移表残高  

 

売掛金.csv 科目   ：勘定科目名  

相手先名称：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

仮払金.csv 科目   ：勘定科目名  

相手先名称：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

貸付金.csv 貸付先  ：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

 

棚卸資産.csv 科目   ：勘定科目名  

品名   ：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

有価証券.csv 種類・銘柄：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

固定資産.csv 種類・構造：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

支払手形.csv 支払先  ：補助科目名  

金額   ：推移表残高  

買掛金.csv 科目   ：勘定科目名  

相手先名称：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  
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読込用ファイル セットされる項目 

仮受金.csv 科目   ：勘定科目名  

相手先名称：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

借入金.csv 区分   ：勘定科目名  

借入先  ：補助科目名  

期末現在高：推移表残高  

土地売上高等.csv 区分   ：勘定科目名  

売上先  ：補助科目名  

売上金額 ：推移表残高  

売上高等事業所別.csv 事業所名称：補助科目名  

売上高  ：推移表残高  

役員報酬等人件費.csv 氏名       ：補助科目名  

役員報酬定期同額分：推移表残高 

地代家賃.csv 

 

区分   ：勘定科目名  

貸主の名称：補助科目名  

支払賃料 ：推移表残高  

権利金等.csv 支払先名称：補助科目名  

支払金額 ：推移表残高  

 

工業所有権等使用料.csv 名称上段 ：勘定科目名  

支払先名称：補助科目名  

支払金額 ：推移表残高  

雑益等.csv 

 

科目   ：勘定科目名  

相手先  ：補助科目名  

金額   ：推移表残高  

雑損失等.csv 科目   ：勘定科目名  

相手先  ：補助科目名  

金額   ：推移表残高  

その他科目 1.csv ～  

その他科目 5.csv 

科目   ：勘定科目名  

相手先  ：補助科目名  

金額   ：推移表残高 
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読込用ファイル セットされる項目 

概況書主要科目.csv 全科目 

概況書月別売上高.csv 初の月 ：残高推移表の 初の月 

売上金額１：残高推移表の各月の金額（前期金額除く） 

売上金額２：残高推移表の各月の金額（前期金額除く） 

仕入金額１：残高推移表の各月の金額（前期金額除く） 

仕入金額２：残高推移表の各月の金額（前期金額除く） 

外注費  ：残高推移表の各月の金額（前期金額除く） 

人件費  ：残高推移表の各月の金額（前期金額除く） 

任意項目 ：残高推移表の各月の金額（前期金額除く） 

 

源泉徴収税額・月末従事員数はセットされません。 
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２－４ 会社別変換設定ファイル 

 会社別変換設定ファイルは、弥生会計上の勘定科目が魔法陣のどの勘定科目に該当する

かを設定するファイルです。カンマ区切り形式のテキストファイルなので、メモ帳で修正

することができます。 

・行の先頭に#を入力すると、その行は無視されます。 

・弥生会計上で「,」や「""」を含む名称の勘定科目は使用しないでください。 

・弥生会計で勘定科目を追加した場合や勘定科目名・集計科目名を変更した場合は、会社

別変換設定ファイルも必要に応じて修正してください。 

区分 項目説明 

財務諸表変換 第１項目：「財務諸表変換」固定 

第２項目：弥生会計の勘定科目 

第３項目：魔法陣の電子申告・財務諸表の勘定科目 

財務諸表除外 第１項目：「財務諸表除外」固定 

第２項目：魔法陣に読み込ませない弥生会計の勘定科目 

財務諸表 2回以上

除外 

第１項目：「財務諸表 2回以上除外」固定 

第２項目：魔法陣に 1回だけ読み込ませる弥生会計の勘定科目 

各内訳書 第１項目：各内訳書の名称（「内訳書」＋種別） 

第２項目：内訳書に集計する弥生会計の勘定科目 

概況書主要科目 第１項目：「概況書主要科目」固定 

第２項目：魔法陣の主要科目（先頭の数字は消さないでください） 

第３項目：主要科目に集計する弥生会計の勘定科目 

概況書月別売上等 第１項目：「概況書月別」固定 

第２項目：月別売上高等項目（先頭の数字は消さないでください） 

第３項目：月別売上高等に集計する弥生会計の勘定科目 
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 ３．その他  

３－１．著作権について 

 「Excel」は日本マイクロソフト株式会社が著作権を有する製品および商標です。「弥生

会計」は弥生株式会社が著作権を有する製品および商標です。「魔法陣」「魔法陣 法人税・

地方税」「魔法陣 勘定科目内訳書・概況書」は株式会社ハンドが著作権を有する製品およ

び商標です。 

当説明書で使用されている「Excel」「弥生会計」「魔法陣」「魔法陣 法人税・地方税」「魔

法陣 勘定科目内訳書・概況書」の文言および画面はすべて各社が著作権を有しています。 

操作説明のため、著作権法上の引用の範囲内で上記文言および画面を利用させていただ

いておりますので、無断転載や改変は行わないでください。 

 

３－２．サポートについて 

 当ツールのサポートはメールにて行ないます。不明点があれば support@sakura-acc.net

宛にメールをお送りください。ただし、次の質問には回答できません。 

・当ツール以外の製品（「弥生会計」や「魔法陣」シリーズ等）についての質問 

・Windows 操作についての質問 
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３－３．よくある質問（Ｑ＆Ａ） 

Ｑ１  

「魔法陣 法人税・地方税」で財務諸表.csv をインポートすると、租税公課や減価償却費

などについて「電子申告勘定科目一覧に同じ科目名が複数あります」と表示されてしまい

ます。 

 

Ａ１ 

「魔法陣 法人税・地方税」の仕様では、異なる区分に同一の勘定科目を使用されている

ものがあり、その勘定科目をインポートするとこのメッセージが表示されます。画面右側

の設定ボタンを押して適切な勘定科目を選択してください。 

 

 

Ｑ２ 

「魔法陣 勘定科目内訳書」で読み込んだデータに住所などがセットされていません。な

ぜでしょうか。 

 

Ａ２ 

当ツールでは「弥生会計」上に表示されていないデータは取得できないためです。 

 

 

Ｑ３ 

Standard 版を購入していますが、Pro 版にバージョンアップできますか。 

 

Ａ３ 

差額をお支払いただくことで Pro 版にバージョンアップできます。support@sakura-acc.net

宛に下記の内容を記載してメールをお送りください。折り返し、当社より振込先・振込金

額をお知らせします。入金確認後、Pro 版のパスワードをお送りします。 

・貴社名または貴事務所名 

・Standard 版を購入した時期（おおよその時期で構いません） 

・Pro 版にバージョンアップするパソコンの台数 

 


